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私 

の 

感 
動 

与
板
組 

蓮
正
寺
門
徒 

小
川
愛
子 

 

平
成
二
十
三
年
五
月
十
六
日
～
十
七
日
に
、
親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
大
遠
忌
法
要

記
念
「
第
十
四
回
世
界
仏
教
婦
人
会
大
会
」
に
参
加
・
参
拝
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

五
十
年
に
一
度
の
大
遠
忌
法
要
に
、
一
生
に
一
度
の
ご
縁
を
い
た
だ
き
嬉
し
く
思

い
ま
す
。 

 

世
界
大
会
の
記
念
対
談
で
話
さ
れ
た
大
平
光
代
さ
ん
は
、
中
学
の
と
き
に
壮
絶

な
い
じ
め
に
あ
っ
て
自
殺
未
遂
、
非
行
に
走
り
ま
す
が
、
そ
の
後
立
ち
直
り
弁
護

士
に
な
ら
れ
た
方
で
す
。
私
に
は
、
自
殺
を
考
え
る
ま
で
に
追
い
詰
め
る
子
ど
も 

の
い
じ
め
と
は
何
な
ん
だ
ろ
う
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
大
平
さ
ん
は
、
人
の
痛

み
の
わ
か
ら
な
い
子
ど
も
に
必
要
な
の
は
宗
教
心
、
幼
い
頃
か
ら
「
目
に
見
え
る

世
界
が
全
て
で
は
な
い
。
目
に
見
え
な
い
も
の
が
あ
る
ん
だ
よ
」
と
い
う
信
じ
る 

心
の
大
切
さ
を
話
さ
れ
ま
す
。 

大
平
光
代
さ
ん
の
生
き
る
姿 

勢
に
感
動
し
ま
し
た
。 

 

「
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ 

れ
た
方
々
の
悲
し
み
に
寄
り 

添
い
」
と
大
会
宣
言
い
た
し 

ま
し
た
。
世
界
各
地
が
地
球 

の
悲
鳴
の
よ
う
な
自
然
災
害 

に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ 

れ
ぞ
れ
の
方
の
幸
せ
が
、
当 

た
り
前
の
よ
う
な
日
々
の
暮
ら
し
の
中
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
大
会
に
参
加
し
ま
し
て
、
私
が
強
く
、
強

く
願
う
こ
と
は
「
世
の
中
安
穏
な
れ
」
と
い
う
こ
と

で
す
。 

 

  

新
潟
教
区
仏
教
婦
人
会
連
盟
・
新
潟
教
区
寺
院

女
性
会
連
盟
合
同
研
修
会
に
参
加
し
て 

新
潟
教
区
寺
院
女
性
会
連
盟
会
長 

高
橋
裕
子 

 

平
成
二
十
三
年
九
月
十
九
日
に
本
願
寺
新
潟
別
院 

本
堂
を
会
場
と
し
て
「
新
潟
教
区
仏
教
婦
人
会
連
盟･

 

新
潟
教
区
寺
院
女
性
会
連
盟
合
同
研
修
会
」
が
開
催 

さ
れ
ま
し
た
。
講
師
に
鈴
木
君
代
さ
ん
と
天
白
真
央 

さ
ん
を
お
迎
え
し
て
、
ラ
イ
ブ
形
式
の
研
修
会
で
し 

た
。 

 

私
は
、
寺
役
が
あ
り
、
途
中
か
ら
の
参
加
で
し
た 

が
、
席
に
着
く
な
り
お
二
人
の
温
か
い
歌
声
が
心
に 

染
み
渡
り
、
涙
が
あ
ふ
れ
て
き
ま
し
た
。
お
二
人
は 

ご
自
身
の
経
験
と
、
「
い
の
ち
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
曲
を
何
曲
も
歌
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
ま
る
で
法
話
を
歌
で
聴
い
て
い
る
様
な
感
覚
で
し
た
。
で

も
、
全
く
堅
苦
し
く
な
く
、
温
か
み
の
あ
る
歌
で
し
た
。
私
は
、
共
感
と
感
動
で

涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

閉
会
式
の
時
、
私
は
「
会
長
挨
拶
」
で
、
感
極
ま
っ
て
泣
き
出
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
大
変
申
し
訳
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
位
良
い
ラ
イ
ブ
で
し
た
。 

 

こ
の
ご
縁
に
感
謝
し
、
ま
た
お
二
人
の
歌
声
が
聴
け
る
日
を
楽
し
み
に
、
念
仏

申
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

 

さ
く
ら
ん
ぼ 

 
 

 
 

仏
教
婦
人
会
連
盟 

寺
院
女
性
会
連
盟 

合同機関紙 
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今 

年 

度 

の 

行 

事 
与 
板 
組 

○
仏
教
女
性
会 

 

※
５
月
29
日
（
日
） 

 
 
 

総
会 

 

※
７
月
２４
日
（
日
） 

 
 
 

お
念
珠
作
り
の
研
修
会 

 

※
２
月
19
日
（
日
） 

 
 
 

仏
教
女
性
会
研
修
会
「
育
ち
あ
う
い
の
ち
」 

○
寺
院
女
性
会 

 

※
５
月
14
日
（
土
） 

 
 
 

総
会
・
茶
話
会
（
光
西
寺
） 

 
 

※
９
月
２７
日
（
火
） 

 
 
 

精
進
イ
タ
リ
ア
ン
レ
シ
ピ
調
理
研
修
会 

 
 
 

今
年
は
初
め
て
調
理
に
挑 

戦
。
精
進
料
理
で
し
た
が
、 

イ
タ
リ
ア
ン
の
オ
リ
ー
ブ
オ 

イ
ル
で
こ
く
が
増
し
、
美
味 

し
い
と
好
評
。 

 
 

（
与
板
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
） 

 

※
11
月
22
日
（
火
） 

 
 
 

勤
式
研
修
会
（
浄
秀
寺
） 

 

長 

岡 

組 

○
仏
教
婦
人
会 

 

※
総
会 

 

※
３
年
に
１
度
大
き
な
法
話
会
を
開
催
す
る
。 

 
 
 

今
年
は
新
潟
別
院
の
謝
恩
講
に
参
拝
し
た
。 

○
寺
院
女
性
会 

 

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
ま
ち
だ
園
） 

 
 
 

毎
月
１
回
（
第
１
木
曜
）
に
、
タ
オ
ル
・
ナ
イ 

ロ
ン
袋
の
た
た
み
、
繕
い
物
の
お
手
伝
い
活
動
。 

 

※
リ
サ
イ
ク
ル
活
動 

 
 
 

９
月
に
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
と
し
て
毎
年
行
っ

て
い
る
使
用
済
み
ロ
ー
ソ
ク
の
回
収
。
組
内
全

寺
院
に
声
掛
け
し
、
今
年
は
段
ボ
ー
ル
11
箱
分

を
吉
運
堂
様
を
介
し
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
送

っ
た
。 

 

※
研
修
活
動 

 
 
 

「
手
塚
治
虫
の
ブ
ッ
ダ
～
赤
い
砂
漠
よ
！
美
し

く
」
の
映
画
鑑
賞
（
５
月
） 

 
 
 

特
別
展
「
法
然
と
親
鸞
ゆ
か
り
の
名
宝
」
の
見

学
（
11
月
） 

 

元 

上 

組 

○
仏
教
婦
人
会 

 

※
６
月
18
日
（
土
） 

 
 
 

仏
婦
連
盟
総
会
（
専
徳
寺
） 

 
※
７
月
９
日
（
土
）） 

 
 
 

さ
わ
や
か
講
話
会
協
賛
（
専
徳
寺
） 

※
教
区
・
組
で
の
各
種
研
修
会
へ
参
加 

○
寺
院
女
性
会  

 

※
６
月
４
日
（
土
） 

 
 
 

寺
院
女
性
会
連
盟
総
会
・
懇
親
会
（
彦
三
楼
） 

 

※
６
月
18
日
（
土
） 

 
 
 

仏
婦
連
盟
総
会
協
賛
（
専
徳
寺
） 

 

※
７
月
９
日
（
土
） 

 
 
 

さ
わ
や
か
講
話
会
協
賛
（
専
徳
寺
） 

 

※
９
月
５
日
（
月
）
～
６
日
（
火
） 

 
 
 

寺
院
女
性
会
一
泊
研
修
（
蓬
平
温
泉
） 

 

※
２
月 

 
 
 

平
成
23
年
度
寺
院
女
性
会
反
省
会 

 

※
各
種
教
化
団
体
の
活
動
へ
参
加 

三 

条 

組  

○
仏
教
婦
人
会
・
寺
院
女
性
会 

※
三
条
組「
み
の
り
会
」研
修
会 

11
月
24
日（
木
） 

 
 
 

東
京
国
立
博
物
館
「
特
別
展 

法
然
と
親
鸞
」

見
学 

 
 

・
参
加
者 

12
名 

 
 

・
行 

程 

築
地
本
願
寺
参
拝 

→ 

築
地
に
て
昼

食 

→ 

国
立
博
物
館
「
法
然
と
親

鸞
」
見
学 

→ 

東
京
に
て
夕
食 

日
帰
り
で
の
行
程
で
す
が
、
博
物
館
に
多
く 

時
間
を
と
れ
る
様
に
し
ま
し
た
。
い
ま
ま
で
に

な
い
特
別
展
で
し
た
の
で
、
皆
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
し
た
。 

 

地 

蔵 

堂 

組 

○
仏
教
婦
人
会 

 

浄
専
寺
仏
教
婦
人
会
の 

活
動
紹
介 

 

毎
月
１５
日･･･

茶
話
会 

 

年
４
回･･･

境
内
の
草 

取
り 

 

年
１
回･･･

寺
院
の
お 

み
が
き 

 

８
月
２１
日･･･

日
帰 

り
バ
ス
ツ
ア
ー 

（
安
田
温
泉
や
す
ら
ぎ
） 

○
寺
院
女
性
会 

 

※
今
年
度
の
活
動
と
し
て
、 

平
成
２４
年
１
月
１４
日
頃
、「
親
睦
会
」
を
予
定
。 

内
容
は
検
討
中
。 
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新 

潟 

組 
○
仏
教
婦
人
会 

 
※
５
月 

 

総
会
及
び
研
修
会 

 
 
 
 
 

・
講
師
：
西
入
寺 

飛
永
賢
一
師 

※
10
月 
新
潟
組
研
修
の
旅
（
日
帰
り
）
に
参
加 

 
 
 
 
 

・
上
越
市
浄
興
寺
派
本
山
浄
興
寺
参
拝 

 
 
 
 
 

・
上
越
市
恵
信
尼
公
廟
所
ゑ
し
ん
の
里
拝
観 

 

※
１
月
～
２
月 

研
修
会
予
定 

○
寺
院
女
性
会 

 

※
４
月 

 

総
会
及
び
寺
院
女
性
会
研
修
会 

 

※
11
月 

寺
院
女
性
会
研
修
旅
行
（
１
泊
） 

 
 
 
 
 

・
特
別
展
「
法
然
と
親
鸞
ゆ
か
り
の
名
宝
」 

 
 
 
 
 

見
学 

 
 
 
 
 

・
和
田
堀
廟
所
参
拝 

 

巻 

組 

○
仏
教
婦
人
会 

 

※
４
月
12
日 

総
会 

 

※
５
月
23
日 

春
の
研
修
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

講
師
：
雲
林
重
正
師 

 

※
10
月
25
日 

秋
の
研
修
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

講
師
：
麻
田
弘
潤 

○
寺
院
女
性
会 

※
第
１
回
研
修
会
（
６
月
２３
日
） 

 

＝
歎
異
抄
に
学
ぶ
＝ 

講
師
と
し
て
、
大
願
寺
住
職
阿
部
文
雄
先
生

に
１
日
昼
食
を
は
さ
ん
で
「
歎
異
抄
」
に
つ
い 

て
講
義
を
し
て
い
た
だ
い
た
。 

讃
仏
偈
の
お
つ
と
め
の
後
、
午
前
と
午
後
、 

約
１
時
間
半
か
ら
２
時
間
く
ら
い
の
ご
法
話
。 

と
て
も
深
い
お
書
物
で
、
到
底
時
間
が
足
ら
ず 

ほ
ん
の
さ
わ
り
だ
け
で
し
た
が
、
今
後
も
続
け 

て
内
容
を
深
め
て
い
き
た
い
と
い
う
き
っ
か

け
に
な
っ
た
か
と
思
う
。 

と
て
も
有
意
義
な
１
日
を
過
ご
す
こ
と
が 

で
き
、
大
変
実
り
あ
る
研
修
会
と
な
っ
た
。 

※
第
２
・
３
回
研
修
会
（
９
月
１
日
） 

 

＝
仏
教
讃
歌
に
学
ぶ
＝ 

講
師
と
し
て
、
福
浄
寺
坊
守
藤
由
祐
子
先
生

か
ら
ご
指
導
頂
き
、
仏
教
讃
歌
を
練
習
し
ま
し

た
。
七
百
五
十
回
大
遠
忌
法
要
を
記
念
し
て
作

ら
れ
た
「
み
教
え
を
あ
な
た
と
聴
く
」
「
親
鸞

さ
ま
」
の
２
曲
を
選
曲
し
た
。 

歌
う
だ
け
で
な
く
、
そ
の
歌
を
通
し
て
作
ら

れ
た
背
景
や
歌
詞
の
意
味
を
理
解
し
た
り
、
作

詞
者
、
作
曲
者
の
意
図
・
思
い
な
ど
を
想
像
し

な
が
ら
、
８
月
25
日
、
31
日
の
午
後
約
３
時

間
ほ
ど
練
習
し
て
、
９
月
１
日
に
は
新
潟
あ
そ

か
苑
で
発
表
す
る
機
会
を
頂
い
た
。 

 
 
 
 

利
用
者
の
皆
さ
ん
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に

も
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
共
に
楽
し
く
心
暖
ま
る

ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
せ
て
頂
い
た
。 

            
《
仏
婦
総
連
盟
第
二
十
回
若
婦
人
中
央
研
修
会
》
に 

参
加
し
て 

元
上
組 

明
鏡
寺
門
徒 

小
林
貴
子 

 

平
成
23
年
11
月
19
日
か
ら
１
泊
２
日
で
、
総
連
盟

若
婦
人
中
央
研
修
会
に
参
加
せ
て
い
た
だ
き
、
全
国
各

地
か
ら 

57
名
の
仏
婦
会
員
が
集
い
ま
し
た
。
あ
い
に

く
初
日
は
激
し
い
雨
に
襲
わ
れ
ま
し
た
が
、
お
堂
の
中

は 

シ
ー
ン
と
静
ま
り
返
り
と
て
も
神
秘
的
な
空
間
に

魅
了
さ
れ
ま
し
た
。 

 

研
修
は
本
願
寺
の
見
学
か
ら
始
ま
り
、
教
義
や
勤
式

作
法
を
学
び
、
そ
し
て
班
別
話
合
い
法
座
を
行
い
ま
し

た
。
一
人
一
人
の
抱
え
る
日
常
的
な
悩
み
や
思
い
を
班

の
み
ん
な
で
受
け
止
め
、
み
教
え
に
問
い
聞
き
、
と
も

に
考
え
、
課
題
を
共
有
し
て
い
く
も
の
で
し
た
。
私
の

班
の
悩
み
は
、
み
な
自
分
の
日
常
生
活
の
中
の
宗
教
に

つ
い
て
「
ど
う
し
て
こ
う
な
の
？
」
と
い
う
素
朴
な
悩

み
を
解
決
出
来
ず
、
行
動
に
気
持
ち
が
伴
わ
な
い
ま
ま

生
活
し
て
い
る
と
い
っ
た
よ
う
な
悩
み
ば
か
り
で
、
初

め
て
お
会
い
し
た
方
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
ト
ー

ク
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。
答
え
は
解
り
ま
せ
ん

が
、
皆
悩
ん
で
い
る
こ
と
は
同
じ
で
自
分
だ
け
じ
ゃ
な

い
と
い
う
安
心
感
や
共
感
を
も
つ
こ
と
が
で
き
、
心
の

安
定
を
図
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

 

毛
利
先
生
の
「
縁
」
と
い
う
話
に
今
回
参
加
の
機
縁
、

お
寺
と
の
関
わ
り
の
機
縁
な
ど
、
本
当
に
知
ら
な
い
間

に
縁
は
広
が
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
今
回
の

研
修
会
に
参
加
し
た
こ
と
で 

同
じ
悩
み
を
持
つ
方
と

普
段
、
話
題
に
し
づ
ら
い
宗
教
の
話
を
中
心
に
相
談
し

合
え
る
機
会
を
持
て
た
こ
と
、
激
し
い
雨
の
中
で
乗
っ

た
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
さ
ん
の
や
さ
し
さ
、
帰
り
の
新

幹
線
の
隣
の
方
と
の
触
れ
合
い
、
み
ん
な
阿
弥
陀
如
来

様
の
お
導
き
だ
と
感
じ
ま
し
た
。 
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★
団
体
参
拝
に
参
加
し
て 

元
上
組 

託
念
寺
門
徒 

堀
井
美
子 

 

 

今
年
は
御
縁
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
二
度
本
山
の
法
要
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
一
度
目
は
、
第
十
四
回
世
界
仏
教
婦
人
会
大
会
で
、
五
月
十
六
日
か
ら
十
七

日
、
新
潟
教
区
か
ら
は
三
十
名
で
参
加
し
ま
し
た
。
国
内
外
合
わ
せ
て
四
千
人
以

上
の
方
々
が
一
同
に
参
加
さ
れ
、
長
き
に
渡
り
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
が
全
世
界
に

ま
で
根
強
く
伝
道
さ
れ
て
い
る
事
を
強
く
実
感
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

二
回
目
は
元
上
組
団
参
で
十
一
月
八
日
か
ら
十
一
日
の
三
泊
四
日
、
総
勢
二
百

三
十
八
名
の
参
加
で
し
た
。
法
要
で
は
、
雅
楽
の
荘
厳
な
音
色
の
後
、
三
千
七
百

人
の
宗
祖
讃
仰
作
法
の
声
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
ま
し
た
。
聖
人
の
教
え

の
大
事
な
点
は
人
間
の
計
ら
い
を
超
え
た
阿
弥
陀
様
の
智
慧
と
慈
悲
の
は
た
ら

き
を
受
け
取
っ
て
、
お
念
仏
に
よ
っ
て
こ
の
人
生
を
行
き
抜
き
往
生
成
仏
す
る
こ

と
で
す
。
日
々
感
謝
を
し
な
が
ら
、
生
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

五
十
年
に
一
度
の
大
遠
忌
法
要
に
参
加
で
き
ま
し
た
事
を
喜
び
、
御
恩
報
謝
の

生
活
を
送
り
、
子
や
孫
に
こ
の
み
教
え
を
伝
え
て
行
か
な
け
れ
ば
と
再
認
識
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。 

 

今
回
の
団
参
計
画
は
三
年
前
か
ら
、 

ご
住
職
様
を
始
め
大
勢
の
役
員
の
方 

々
の
綿
密
な
計
画
の
お
陰
で
全
員
無 

事
帰
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
深
く 

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

合 

掌 

  

   

★
団
体
参
拝
を
終
え
て 

巻
組 

願
正
寺 

乙
山
由
起
子 

 

 

十
月
十
三
日
の
夜
明
け
前
に
出
発
。 

こ
の
日
は
大
谷
本
廟
の
参
拝
の
み
と 

い
う
日
程
で
し
た
。
翌
日
は
い
よ
い 

よ
七
百
五
十
回
大
遠
忌
法
要
参
拝
で
、 

お
晨
朝
の
阿
弥
陀
堂
は
、
多
く
の
御 

門
徒
で
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。
他
教 

区
の
、
お
そ
ら
く
一
期
一
会
と
な
る 

で
あ
ろ
う
お
同
行
と
、
共
に
讃
仏
偈 

を
称
え
な
が
ら
、
こ
の
度
の
参
拝
は 

逢
い
難
く
し
て
逢
え
た
法
縁
と
、
喜
び
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

 

午
前
の
法
要
は
厳
か
な
雰
囲
気
が
漂
う
中
、
修
復
さ
れ
た
御
影
堂
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
初
め
て
本
山
に
参
拝
し
た
御
門
徒
は
、
一
生
の
思
い
出
に
な
っ
た
と
感
激

し
て
、
参
加
で
き
た
こ
と
を
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
生
憎
の
雨
模
様

と
な
り
、
昼
食
後
に
境
内
地
や
書
院
の
見
学
を
す
る
頃
に
は
、
傘
な
し
で
歩
け
な

い
ほ
ど
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
参
拝
者
の
流
れ
に
沿
っ
て
散
策
を
楽
し
み
ま
し

た
。
私
は
蓮
如
上
人
の
御
遠
忌
に
も
参
拝
し
ま
し
た
が
、
そ
の
時
は
初
め
て
の
引

率
で
、
御
門
徒
の
体
調
や
迷
子
の
心
配
に
気
を
使
っ
て
ば
か
り
い
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
こ
の
度
の
法
要
で
は
、
自
分
も
同
じ
教
え
に
生
か
さ
れ
る
同
行
の
一
人
と

し
て
、
ゆ
っ
た
り
し
た
心
持
ち
で
参
拝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
法
要
に
参
拝
さ
れ
た
皆
様
の
、
五
十
年
に 

一
度
の
ご
勝
縁
に
逢
わ
れ
た
喜
び
が
伝
わ
り
、
そ 

れ
ぞ
れ
心
に
残
る
思
い
出
を
作
ら
れ
た
こ
と
を
嬉 

し
く
感
じ
た
団
体
参
拝
で
し
た
。 

ご
感
想
・
ご
意
見
等
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
教
務
所
（さ
く
ら

ん
ぼ
）
宛
に
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。 

＝
親

鸞

聖

人

七

百

五

十

回

大

遠

忌

法

要
＝ 


